
北
朝
鮮
が
潜
水
艦
発
射
弾

道
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
た
？

核
兵
器
廃
絶
を
結
成
以
来

の
運
動
方
針
に
し
て
い
る
日

本
被
団
協
（
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
）
に
と
っ

て
も
、
厄
介
な
問
題
が
降
り

か
か
っ
た
も
の
だ
。
鳥
取
県

被
爆
協
（
鳥
取
県
原
爆
被
害

者
協
議
会
）
も

年
の
長
き
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に
わ
た
っ
て
運
動
に
参
加
し

て
い
る
が
、
被
爆
の
実
相
普

及
や
国
家
補
償
（
国
の
責
任

追
及
）
は
、
中
心
課
題
で
あ

る
。２

０
１
２
年
に
鳥
取
県
被

爆
協
の
事
務
局
長
に
な
っ

て
、
被
爆
者
の
抱
え
る
問
題

点
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
２
０
１
５
年
の
被
爆
70

周
年
に
際
し
て
、
県
内
被
爆

者
の
生
の
声
を
聞
い
た
「
原

爆
と
地
獄
」
第
４
集
を
発
刊

し
た
。
女
性
の
被
爆
者
の
多

い
こ
と
か
ら
、
広
島
被
爆
後

に
鳥
取
か
ら
派
遣
さ
れ
た
救

護
班
の
看
護
婦
の
記
録
と
し

て
、
「
原
爆
と
地
獄
」
補
遺

を
発
刊
し
た
（
２
０
１
９

年
）
。県

内
被
爆
者
は
、
２
０
２

０
年
３
月
末
で
２
０
７
名

（
内
、
会
員
は
１
０
５
名
）

に
な
り
、
死
没
者
の
累
計
は

１
１
９
４
名
で
あ
る
。
平
均

年
齢
も

．
７
歳
と
高
齢
に
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な
り
、
運
動
の
継
続
が
危
惧

さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
今
ま

で
に
記
録
を
残
し
て
き
た
被

爆
者
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

下
で
被
爆
し
た
の
か
を
可
能

の
限
り
追
い
求
め
、
何
を
訴

え
た
か
っ
た
の
か
を
纏
め

て
、
２
０
２
０
年
に
は
新
た

に
冊
子
を
発
刊
す
る
予
定
で

い
る
。

２
０
２
０
年
４
月
～
５

月
、
国
連
で
開
催
予
定
の
Ｎ

Ｐ
Ｔ
（
核
兵
器
不
拡
散
条
約
）

再
検
討
会
議
に
出
席
し
、
証

言
活
動
に
も
参
加
す
る
は
ず

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
蔓
延
で
延
期
に
な
っ

た
の
は
残
念
な
こ
と
。
国
連

に
お
け
る
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
（
２
０
１
７
年
７
月
採

択
）
の
批
准
を
支
援
す
る
た

め
、
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
が
他
団
体
の
協
力
の
も

と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
５
万

筆
を
目
ざ
し
て
い
る
。
批
准

国
が

カ
国
に
な
れ
ば
条
約
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が
発
効
す
る
が
、
日
本
政
府

は
反
対
の
立
場
を
崩
し
て
い

な
い
。
国
の
指
導
的
立
場
の

人
間
は
、
「
事
」
が
起
こ
る

と
命
令
す
る
が
、
結
果
が
思

う
よ
う
に
な
ら
な
い
と
逃
げ

る
だ
け
、
と
い
う
の
は
困
っ

た
こ
と
だ
。
核
兵
器
は
人
道

に
反
す
る
と
い
う
こ
と
を
形

に
し
て
示
す
と
き
で
あ
る
。

日
本
被
団
協
の
代
表
が
国
際

会
議
な
ど
に
出
席
し
て
肩
身

の
狭
い
思
い
を
す
る
の
は
、

多
く
の
国
が
「
日

本
は
核
保
有
国
」

と
み
な
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

広
島
・
長
崎
の

被
爆
に
つ
い
て

国
の
戦
争
責
任

を
追
及
し
て
い

る
者
か
ら
す
れ

ば
、
日
本
政
府

の
国
際
社
会
で

の
言
動
に
忸
怩

た
る
思
い
で
あ

る
。証

言
し
よ
う

と
し
た
主
な
こ

と
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。

◆
私
は
満
４
歳

の
と
き
、
広
島

市
内
の
爆
心
地

か
ら
２
．
４
㎞

地
点
で
被
爆
し
た
。
凄
ま
じ

い
熱
線
、
爆
風
、
放
射
線
な

ど
が
降
り
注
ぐ
中
、
屋
外
で

遊
ん
で
い
た
も
の
の
、
全
く

無
傷
で
あ
っ
た
。
家
の
陰
に

い
て
枕
木
が
燃
え
る
程
の
熱

線
を
浴
び
る
こ
と
も
な
く
、

爆
風
で
物
が
飛
び
交
う
中
で

も
怪
我
も
せ
ず
、
黒
い
雨
が

降
っ
た
時
に
は
家
の
中
に
い

て
浴
び
て
い
な
い
。
全
く
運

が
よ
か
っ
た
、
と
い
う
以
外

に
言
い
よ
う
が
な
い
。
た
だ
、

埃
ま
み
れ
で
あ
っ
た
の
で
、

粉
塵
を
大
量
に
吸
い
込
ん
だ

で
あ
ろ
う
。

◆
核
兵
器
の
被
害
者
は
、
広

島
・
長
崎
以
外
に
も
多
く
存

在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ウ
ラ

ン
採
掘
に
あ
た
っ
た
原
住
民

の
多
く
が
放
射
線
障
害
を
負

い
、
初
期
の
核
実
験
で
は
兵

士
な
ど
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
近
距
離
で
放
射
線
に
さ

ら
さ
れ
た
。
ネ
バ
ダ
で
の
核

実
験
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

そ
の
東
側
を
中
心
に
、
い
わ

ゆ
る
「
風
下
住
人
」
が
放
射

性
降
下
物
を
浴
び
て
い
る
。

西
部
劇
で
有
名
な
ジ
ョ
ン
・

ウ
エ
イ
ン
を
含
め
、
汚
染
さ

れ
た
砂
漠
地
帯
で
撮
影
し
た

た
め
に
、
後
に
ガ
ン
患
者
が

多
発
し
て
い
る
。

ソ
連
で
は
、
主
に
セ
ミ
パ

ラ
チ
ン
ス
ク
で
４
６
７
回
の

核
実
験
を
行
い
、
１
２
０
～

１
５
０
万
人
が
災
害
を
受

け
、
終
了
後
も
政
府
が
厳
重

に
秘
匿
し
た
も
の
の
、

万
20

人
が
直
接
的
な
放
射
線
障
害

を
負
っ
て
い
る
と
い
う
。
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
写
真
家
（Y

u
r
i

Q
u
i
z
i
n

）
は
、
「
核
実
験

は
、
自
国
に
対
す
る
核
戦
争

だ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ソ

連
で
の
実
情
は
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
子
炉
事
故
後
に
、

か
な
り
情
報
が
も
た
ら
さ
れ

た
よ
う
だ
。

中
国
の
実
情
は
、
も
っ
と

酷
い
の
で
は
な
い
か
。
現
在

も
完
全
に
秘
密
の
ベ
ー
ル
の

中
。
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

で

回
の
核
実
験
を
行
い
、

46
実
際
に

万
人
が
死
亡
し
た

19

と
予
測
さ
れ
、
１
３
０
万
人

が
健
康
被
害
を
被
っ
て
い
る

と
い
う
。
表
向
き
、
政
府
は

「
核
汚
染
は
な
い
。
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
嘘
に
決
ま
っ

て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区

で
も
核
被
害
が
出
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
漢
族
の
支
配

地
域
で
は
核
被
害
者
は
い
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
？

隣
国

の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
も
か
な
り

の
被
害
を
被
っ
た
そ
う
だ
。

最
近
、
核
保
有
国
か
ら
核

兵
器
使
用
に
つ
い
て
の
脅
し

や
ら
本
音
が
ち
ら
ほ
ら
出
て

い
る
不
気
味
な
不
安
定
な
世

の
中
に
な
っ
て
い
る
。
人
類

が
滅
亡
す
る
「
地
球
最
後
の

日
」
を
象
徴
的
に
示
す
終
末

時
計
が
進
む
は
ず
だ
。
核
廃

絶
へ
の
道
は
遠
く
な
る
一
方

で
あ
る
。
た
だ
、
黙
っ
て
い

て
も
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
が
来
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
ゆ
ま
ぬ
運
動
は
核
兵

器
使
用
の
抑
止
力
に
は
必
須

で
あ
る
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
は
、
「
第
４
次
世
界
戦
争

は
、
棒
切
れ
と
石
で
戦
う
で

あ
ろ
う
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

戦
争
の
も
た
ら
す
惨
禍
を
想

像
し
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
戦
争
を
美
化
し
て
は
な

ら
な
い
。
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「被爆者は訴え続ける」
鳥取県原爆被害者協議会 事務局長 石川 行弘 さん

い し か わ ゆ き ひ ろ

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
批
准
国
は

９
月
末
現
在
で

カ
国
。
あ
と
４
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カ
国
で
条
約
発
効
と
な
り
ま
す
。



中
国
電
力
は
島
根
原
発
２

号
機
、
３
号
機
の
新
規
制
基

準
適
合
審
査
を
受
け
て
お
り
、

女
川
原
発
２
号
機
の
適
合
審

査
の
合
格
に
続
き
、
島
根
原

発
２
号
機
の
合
格
も
間
近
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

境
港
は
原
発
か
ら
直
線
距

離
で

キ
ロ
、
米
子
市
も

キ

17

30

ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
の
に
、
原

発
の
立
地
自
治
体
で
な
い
た

め
、
原
子
力
安
全
協
定
で
は
立

地
自
治
体
の
松
江
市
の
よ
う

に
、
事
前
了
解
で
は
な
く
、
事

前
報
告
で
す
。
鳥
取
県
で
は

境
港
・
米
子
両
市
長
、
県
知

事
が
稼
働
に
つ
い
て
の
意
見

を
述
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
首
長
は
一
応
議
会
の

意
見
も
参
考
に
判
断
し
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
問

題
に
住
民
の
意
思
表
示
が
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

今
、
原
発
再
稼
働
の
可
否

は
住
民
投
票
に
よ
っ
て
決
め

よ
う
と
、
米
子
市
議
会
に
住

民
投
票
条
例
設
置
の
直
接
請

求
署
名
を
提
出
す
る
「
住
民

投
票
を
実
現
す
る
会
・
米

子
」
準
備
会
を
つ
く
り
、
学

習
会
や
講
演
会
、
ア
ン
ケ
ー

ト
や
受
任
者
を
集
め
る
な
ど

準
備
し
て
い
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
で
計
画

は
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

具
体
的
な
署
名
運
動
に
入
る

ま
で
に
、
「
住
民
投
票
カ
フ

ェ
」
を
校
区
単
位
で
開
催
し
、

ま
ず
は
原
発
や
住
民
投
票
の

こ
と
を
知
っ
て
、
気
軽
に
話

し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。第

１
回
目
が
８
月

日
、

23

東
山
住
民
投
票
カ
フ
ェ
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
会
の
作

っ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見

て
も
ら
い
、
各
テ
ー
ブ
ル
４

～
５
人
で
付
箋
に
各
自
が
質

問
や
意
見
を
書
き
込
み
、
話

し
合
い
ま
す
。
住
民
投
票
は

原
発
に
賛
成
の
人
も
反
対
の

人
も
自
分
の
意
思
表
示
（
投

票
）
を
す
る
と
い
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
最
後
の
各

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
ひ
と
言
発

表
で
、
参
加
さ
れ
た

代
の

80

女
性
は
、
「
コ
ロ
ナ
や
原
発

で
子
や
孫
た
ち
は
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
、

暗
い
気
持
ち
で
い
た
が
、
今

日
は
希
望
が
持
て
ま
し
た
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
カ
フ

ェ
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。
あ
な
た
の
街
で
も
開

き
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
米
子
・
境
港
の
有

権
者
の
み
な
さ
ん
、
受
任
者

登
録
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま

す
。
両
市
以
外
の
方
の
賛
同

者
も
募
集
中
で
す
。

２
０
１
８
年

月
８
日
、

12

十
数
名
の
三
朝
町
民
と
若
干

の
近
郊
住
民
の
方
々
が
参
集

し
て
「
平
和
・
民
主
主
義
・

豊
か
な
暮
ら
し
を
め
ざ
す
三

朝
町
民
の
会
」
（
三
朝
革
新

懇
）
結
成
総
会
が
開
催
さ
れ
、

設
立
宣
言
、
会
則
等
が
決
定

さ
れ
た
。
同
時
に
、
国
政
と

地
域
の
問
題
に
対
し
て
、
出

来
る
事
か
ら
対
処
し
て
い
こ

う
と
い

う
合
意

が
な
さ

れ
た
。

初
仕
事
は
、
伊
木
米
子
市

長
の
「
拉
致
問
題
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
に
お
け
る
「
安
倍
政

権
が
軍
事
行
動
す
る
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
憲

法
を
改
正
す
る
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
全
面
的
に
支
援
し

・
・
・
」
と
の
趣
旨
の
発
言

に
対
し
、
抗
議
と
辞
任
を
求

め
る
文
書
を
三
朝
革
新
懇
名

で
送
付
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

三
朝
町
議
会
に
は
「
消
費

税

％
引
き
上
げ
中
止
」（
鳥

10
取
民
商
、
新
婦
人
県
本
部
と

共
同
提
出
）
と
「
安
倍
総
理

大
臣
に
よ
る
桜
を
見
る
会
の

私
物
化
の
究
明
」
を
求
め
る

陳
情
書
を
提
出
し
た
。
い
ず

れ
も
不
採
択
だ
っ
た
が
、
議

会
へ
の
陳
情
は
続
け
て
ゆ
く

決
意
で
あ
る
。
当
面
の
課
題

の
一
つ

は
、
日

本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期

批
准
を
求
め
る
こ
と
。

ま
た
、
こ
の
間
、
三
朝
町

職
員
組
合
の
三
役
と
安
倍
改

憲
問
題
で
、
松
浦
町
長
と
は

コ
ロ
ナ
対
応
で
懇
談
し
た
。

今
後
は
三
朝
町
教
職
員
と
少

人
数
学
級
や
新
校
舎
の
こ
と

で
懇
談
を
予
定
し
て
い
る
。

（
三
朝
革
新
懇

伊
藤
英
司
）
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住民投票を実現する会世話人 錦織陽子

県
革
新
懇
は
９
月

日
、
北
栄
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
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ー
で
２
０
２
０
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
開
催
に
先
立
ち
、
長
谷
川
稔
代
表
世
話
人
が
「
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
」
と
題
し
て
講
演
。

長
谷
川
氏
は
、
安
保
法
制
成
立
以
降
、
参
院
１
人
区
に
お
い

て
野
党
共
闘
（
候
補
者
の
一
本
化
）
が
成
立
し
、
２
０
１
６
年

は

議
席
の
う
ち

議
席
、

年
は

議
席
を
得
た
こ
と
、

32

11

19

10

年
の
総
選
挙
で
の
「
希
望
の
党
」
結
成
に
よ
る
分
断
攻
撃
に

17際
し
て
、
共
産
党
が
野
党
共
闘
を
進
め
る
立
場
か
ら

の
選

68

挙
区
で
候
補
者
を
お
ろ
し
て
立
憲
民
主
党
な
ど
と
共
闘
し
た

こ
と
、
共
産
党
大
会
で
の
立
憲
民
主
党
安
住
国
対
委
員
長
の

挨
拶
の
内
容
、
先
日
の
首
班
指
名
選
挙
の
結
果
等
に
触
れ
な

が
ら
、
野
党
共
闘
の
重
要
性
と
意
義
に
つ
い
て
語
り
、
（
立
憲

野
党
が
議
席
を
取
れ
な
か
っ
た
）
参
院
大
阪
選
挙
区
を
例

に
、
複
数
区
で
の
共
闘
の
す
す
め
方
、
あ
る
い
は
１
人
区
が
共

産
党
の
候
補
者
の
場
合
に
、
共
闘
他
党
の
票
を
ど
れ
だ
け
上

乗
せ
で
き
る
か
が
野
党
共
闘
発
展
の
課
題
に
な
る
と
強
調
し

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
こ
の
間
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
地
域

革
新
懇
か
ら
報
告
さ
れ
た
取
り
組
み
や
経
験
を
共
有
。
２
０

２
０
年
度
の
課
題
と
方
針
、
役
員
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
課
題
と
方
針
◆

＊
市
民
と
野
党
共
闘
を
深
化
発
展
さ
せ
、「
安
倍
政
治
」
を
終

わ
ら
せ
、
希
望
あ
る
新
し
い
政
治
を
実
現
す
る

＊
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る

＊
９
条
改
憲
を
阻
止
し
、
平
和
な
日
本
を
実
現
す
る

＊
辺
野
古
新
基
地
建
設
中
止
、
美
保
基
地
軍
事
強
化
反
対
、

安
保
条
約
廃
棄
、
平
和
・
中
立
の
日
本
を
実
現
す
る

＊
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
形
成

す
る

＊
地
域
要
求
の
実
現
、
住
み
よ
い
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り

を
す
す
め
る

＊
個
人
の
尊
厳
を
守
り
、
夫
婦
別
姓
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

社
会
を
実
現
す
る

＊
革
新
懇
の
今
日
的
役
割
に
確
信
を
も
ち
、
地
域
や
職
場
で

の
革
新
懇
づ
く
り
を
す
す
め
る

＊
「
全
国
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
」
読
者
１
０
０
人
の
純
増
を
め

ざ
す

＊
今
日
の
情
勢
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
強
化
を
は
か
る

＊
「
県
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
」
の
充
実
と
発
行
体
制
の
強
化
を

は
か
る

◆
役
員
体
制
◆
（
新
た
に
選
出
さ
れ
た
役
員
の
方
の
み
記
載
）

代
表
世
話
人

岩
永
尚
之
さ
ん
（
日
本
共
産
党
鳥
取
県
委
員
長
）

世
話
人

滝
根

崇
さ
ん
（
鳥
取
県
民
主
商
工
会
連
合
会
事
務
局
長
）

竹
中
寿
健
さ
ん
（
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

鳥
取
県
本
部
会
長
代
行
）

藤
田
安
一
さ
ん
（
と
っ
と
り
地
域
自
治
研
究
所
理
事
長
・
鳥

取
大
学
名
誉
教
授
）

三
上
里
子
さ
ん
（
安
保
法
制
に
反
対
し
立
憲
主
義
を
取
り
戻

す
末
恒
の
会
事
務
局
長
）

村
口
康
生
さ
ん
（
鳥
取
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
事
務
局
長
）

県⾰新懇2020年度総会を開催

東山住民投票カフェ ８月２３日

三
朝
革
新
懇
の
あ
ゆ
み


